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(57)【要約】
【課題】車両が坂路に停止する場合においてもブレーキ
ホールド制御の実行時に車両の移動を防止して車両の停
止状態を維持する。
【解決手段】車両の停止時にブレーキペダルの踏込み操
作に関わらず車両のブレーキ装置に供給されるブレーキ
圧を保持して車両の停止状態を維持させるブレーキホー
ルド制御を行う車両停止維持制御装置は、車両の停止時
にブレーキペダルの踏込み操作に応じて車両のブレーキ
装置に供給されるブレーキ圧が所定のブレーキ圧下限値
Ｌ１以上であるときにブレーキホールド制御を行い、ブ
レーキ圧下限値Ｌ１は、路面が坂路であると判定される
場合には平坦路であると判定される場合よりも大きく設
定されている。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　車両の停止時にブレーキペダルの踏込み操作に関わらず車両のブレーキ手段に供給され
るブレーキ圧を保持して車両の停止状態を維持させるブレーキホールド制御を行う制御手
段を備えた車両停止維持制御装置であって、
　路面勾配を検出する路面勾配検出手段を備え、
　前記制御手段は、車両の停止時にブレーキペダルの踏込み操作に応じて車両のブレーキ
手段に供給されるブレーキ圧が所定のブレーキ圧下限値以上であるときに前記ブレーキホ
ールド制御を行い、
　前記ブレーキ圧下限値は、前記路面勾配検出手段によって検出される路面勾配に基づい
て路面が坂路であると判定される場合には平坦路であると判定される場合よりも大きく設
定されている、
ことを特徴とする車両停止維持制御装置。
【請求項２】
　前記ブレーキ圧下限値は、前記路面勾配検出手段によって検出される路面勾配に基づい
て路面が坂路であると判定される場合には路面勾配の大きさが大きくなるにつれて大きく
なるように設定されている、
ことを特徴とする請求項１に記載の車両停止維持制御装置。
【請求項３】
　前記ブレーキ圧下限値は、前記路面勾配検出手段によって検出される路面勾配に基づい
て路面が降坂路であると判定される場合には登坂路であると判定される場合よりも路面勾
配の大きさの増加に対する前記ブレーキ圧下限値の増加の割合が大きくなるように設定さ
れている、
ことを特徴とする請求項２に記載の車両停止維持制御装置。
【請求項４】
　前記ブレーキ圧下限値は、前記路面勾配検出手段によって検出される路面勾配が所定の
第１勾配以上で前記第１勾配より大きい所定の第２勾配以下である路面が平坦路であると
判定される場合には前記第１勾配と前記第２勾配とを含む前記第１勾配と前記第２勾配と
の間の前記ブレーキ圧下限値が一定であるように設定され、前記路面勾配検出手段によっ
て検出される路面勾配が前記第１勾配より小さい場合に降坂路であると判定される前記第
１勾配であるときのブレーキ圧下限値と、前記路面勾配検出手段によって検出される路面
勾配が前記第２勾配より大きい場合に登坂路であると判定される前記第２勾配であるとき
のブレーキ圧下限値とが同一に設定されている、
ことを特徴とする請求項２又は請求項３に記載の車両停止維持制御装置。
【請求項５】
　前記制御手段は、車両の停止時に前記ブレーキ手段に供給されるブレーキ圧が所定の第
１ブレーキ圧下限値以上であるときに前記ブレーキホールド制御を行うと共に、車両の停
止時に前記ブレーキ手段に供給されるブレーキ圧が所定の第２ブレーキ圧下限値以上であ
ることを含む所定のエンジン停止条件が成立したときにエンジンを自動停止させるアイド
ルストップ制御を行い、
　前記第１ブレーキ圧下限値は、前記路面勾配検出手段によって検出される路面勾配に基
づいて路面が坂路であると判定される場合には平坦路であると判定される場合よりも大き
く設定され、
　前記第２ブレーキ圧下限値は、前記第１ブレーキ圧下限値より所定量大きく設定されて
いる、
ことを特徴とする請求項１から請求項４の何れか１項に記載の車両停止維持制御装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、車両停止維持制御装置に関し、特にブレーキホールド制御を行う車両停止維
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持制御装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　自動車等の車両では、前進走行レンジ（Ｄレンジ）が選択された状態でアクセルペダル
の踏込み解除操作後にブレーキペダルの踏込み操作が行われて停止したときに、ブレーキ
ペダルの踏込み解除操作が行われても車両のブレーキ装置に供給されるブレーキ圧を保持
して車両の停止状態を維持させるブレーキホールド制御を行う車両停止維持制御装置を備
えたものが知られている（例えば特許文献１参照）。
【０００３】
　ブレーキホールド制御を行う車両停止維持制御装置を備えた車両では、ブレーキホール
ド制御の実行時にアクセルペダルの踏込み操作が行われたときなどにブレーキ装置に供給
されるブレーキ圧を低下させてブレーキホールド制御を終了することが行われている。
【０００４】
　かかる車両では、車両の停止時に運転者がブレーキペダルの踏込み操作を行い続けるこ
とによる運転者の負担を軽減し、また車両が坂路に停止したときにアクセルペダルの踏込
み操作と同時にブレーキホールド制御を終了させて容易に発進させることなどが可能であ
る。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００８－１２６９３３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　ブレーキホールド制御を行う車両停止維持制御装置を備えた車両では、車両の停止時に
ブレーキ装置に供給されるブレーキ圧が一定のブレーキ圧下限値以上であるときにブレー
キホールド制御を実行することが行われているが、坂路、特に路面勾配が大きい坂路に車
両を停止したときに、前記ブレーキ圧下限値以上で車両の停止状態を維持する停止維持限
界ブレーキ圧近傍のブレーキ圧をブレーキ装置に供給するブレーキペダルの踏込み操作が
行われていた場合、ブレーキホールド制御の実行時にブレーキペダルの踏込み解除操作が
行われた後にブレーキ装置に供給されるブレーキ圧、具体的には車両のブレーキ力を発生
させるホイールシリンダのブレーキ圧が時間の経過と共に漏れて停止維持限界ブレーキ圧
より低下し、車両が下方へ移動し出すおそれがある。
【０００７】
　これに対し、ブレーキペダルの踏込み操作によってブレーキ圧が供給されると共に液圧
ポンプ用の電動モータを駆動させて液圧ポンプによってブレーキ圧の増圧制御が行われる
ブレーキ装置を備えた車両では、ブレーキホールド制御の実行時に車両が下方へ移動し出
したときに電動モータを駆動させてブレーキ圧の増圧制御を行うことで車両を停止させる
ことができるものの、ブレーキホールド制御の実行時に意図しない車両の移動及び停止や
電動モータの駆動音などによる違和感を運転者に与えるおそれがあることからブレーキ圧
の増圧制御を行うことなくブレーキホールド制御の実行時に車両の移動を防止することが
望まれる。
【０００８】
　また、車輪、具体的には後輪にブレーキ力を発生させる電動パーキングブレーキ装置を
備えた車両において、電動パーキングブレーキ装置を作動させて車両の停止状態を維持さ
せているときに、ブレーキホールド制御を実行するためのブレーキ圧下限値以上でブレー
キペダルの踏込み操作が行われると共に電動パーキングブレーキ装置の作動を終了してブ
レーキホールド制御を実行する場合がある。
【０００９】
　前記車両では、坂路、特に路面勾配が大きい坂路に電動パーキングブレーキ装置の作動
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によって車両の停止状態を維持させている場合、前記ブレーキ圧下限値以上でブレーキペ
ダルの踏込み操作が行われると電動パーキングブレーキ装置の作動を終了してブレーキホ
ールド制御が実行されるが、ブレーキ装置に供給されるブレーキ圧が停止維持限界ブレー
キ圧より低下しているときには車両が下方へ移動し出すおそれがある。
【００１０】
　そこで、本発明は、車両が坂路に停止する場合においてもブレーキホールド制御の実行
時に車両の移動を防止して車両の停止状態を維持することができる車両停止維持制御装置
を提供することを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　前記課題を解決するため、本発明は、次のように構成したことを特徴とする。
【００１２】
　まず、本願の請求項１に記載の発明は、車両の停止時にブレーキペダルの踏込み操作に
関わらず車両のブレーキ手段に供給されるブレーキ圧を保持して車両の停止状態を維持さ
せるブレーキホールド制御を行う制御手段を備えた車両停止維持制御装置であって、路面
勾配を検出する路面勾配検出手段を備え、前記制御手段は、車両の停止時にブレーキペダ
ルの踏込み操作に応じて車両のブレーキ手段に供給されるブレーキ圧が所定のブレーキ圧
下限値以上であるときに前記ブレーキホールド制御を行い、前記ブレーキ圧下限値は、前
記路面勾配検出手段によって検出される路面勾配に基づいて路面が坂路であると判定され
る場合には平坦路であると判定される場合よりも大きく設定されていることを特徴とする
。
【００１３】
　また、請求項２に記載の発明は、前記請求項１に記載の発明において、前記ブレーキ圧
下限値は、前記路面勾配検出手段によって検出される路面勾配に基づいて路面が坂路であ
ると判定される場合には路面勾配の大きさが大きくなるにつれて大きくなるように設定さ
れていることを特徴とする。
【００１４】
　また、請求項３に記載の発明は、前記請求項２に記載の発明において、前記ブレーキ圧
下限値は、前記路面勾配検出手段によって検出される路面勾配に基づいて路面が降坂路で
あると判定される場合には登坂路であると判定される場合よりも路面勾配の大きさの増加
に対する前記ブレーキ圧下限値の増加の割合が大きくなるように設定されていることを特
徴とする。
【００１５】
　また、請求項４に記載の発明は、前記請求項２又は請求項３に記載の発明において、前
記ブレーキ圧下限値は、前記路面勾配検出手段によって検出される路面勾配が所定の第１
勾配以上で前記第１勾配より大きい所定の第２勾配以下である路面が平坦路であると判定
される場合には前記第１勾配と前記第２勾配とを含む前記第１勾配と前記第２勾配との間
の前記ブレーキ圧下限値が一定であるように設定され、前記路面勾配検出手段によって検
出される路面勾配が前記第１勾配より小さい場合に降坂路であると判定される前記第１勾
配であるときのブレーキ圧下限値と、前記路面勾配検出手段によって検出される路面勾配
が前記第２勾配より大きい場合に登坂路であると判定される前記第２勾配であるときのブ
レーキ圧下限値とが同一に設定されていることを特徴とする。
【００１６】
　また、請求項５に記載の発明は、前記請求項１から請求項４の何れか１項に記載の発明
において、前記制御手段は、車両の停止時に前記ブレーキ手段に供給されるブレーキ圧が
所定の第１ブレーキ圧下限値以上であるときに前記ブレーキホールド制御を行うと共に、
車両の停止時に前記ブレーキ手段に供給されるブレーキ圧が所定の第２ブレーキ圧下限値
以上であることを含む所定のエンジン停止条件が成立したときにエンジンを自動停止させ
るアイドルストップ制御を行い、前記第１ブレーキ圧下限値は、前記路面勾配検出手段に
よって検出される路面勾配に基づいて路面が坂路であると判定される場合には平坦路であ
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ると判定される場合よりも大きく設定され、前記第２ブレーキ圧下限値は、前記第１ブレ
ーキ圧下限値より所定量大きく設定されていることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１７】
　本願の請求項１に記載の発明によれば、車両の停止時にブレーキペダルの踏込み操作に
応じて車両のブレーキ手段に供給されるブレーキ圧がブレーキ圧下限値以上であるときに
ブレーキペダルの踏込み操作に関わらずブレーキ圧を保持して車両の停止状態を維持させ
るブレーキホールド制御を行い、ブレーキ圧下限値は、路面が坂路であると判定される場
合には平坦路であると判定される場合よりも大きく設定される。
【００１８】
　これにより、平坦路に停止した場合と坂路に停止した場合とでブレーキ圧下限値が一定
に設定される場合に比して、ブレーキホールド制御の実行時にブレーキ圧が低下する場合
においても、坂路であるときのブレーキ圧下限値をブレーキ圧の漏れを考慮して停止維持
限界ブレーキ圧よりも高く設定することで、ブレーキホールド制御の実行時に車両が下方
へ移動することを防止することができる。従って、車両が坂路に停止する場合においても
ブレーキホールド制御の実行時に車両の移動を防止して車両の停止状態を維持することが
できる。
【００１９】
　車両停止維持装置に、電動パーキングブレーキ装置が備えられ、ブレーキホールド制御
の実行時に１０分などの所定時間が経過するとブレーキホールド制御を終了して電動パー
キングブレーキ装置が作動される場合、ブレーキ圧下限値を前記所定時間におけるブレー
キ圧の漏れを考慮して停止維持限界ブレーキ圧よりも高く設定することで、ブレーキホー
ルド制御の実行時に車両の移動を防止することができる。
【００２０】
　坂路に停止する場合には平坦路に停止する場合よりもブレーキ圧下限値を大きく設定す
ることで、坂路に停止した場合にはブレーキホールド制御を実行するために運転者にブレ
ーキ圧を大きくするブレーキペダルの踏込み操作を行わせ、ブレーキホールド制御の実行
時には車両の移動を防止して車両の停止状態を維持することができる。
【００２１】
　また、平坦路に停止する場合においても、トルクコンバータを備えた自動変速機を搭載
した車両において前進走行レンジが選択された状態で車両が停止した場合には、平坦路で
あるときのブレーキ圧下限値をブレーキ圧の漏れを考慮してクリープ現象による車両の移
動に対する停止維持限界ブレーキ圧よりも高く設定することで、ブレーキホールド制御の
実行時に車両の移動を防止することができる。
【００２２】
　また、請求項２に記載の発明によれば、ブレーキ圧下限値は、路面が坂路であると判定
される場合には路面勾配の大きさが大きくなるにつれて大きくなるように設定されること
により、路面勾配に応じてブレーキ圧下限値を設定することができ、路面勾配が大きい場
合についてもブレーキホールド制御の実行時に車両の移動を防止することができる。
【００２３】
　また、請求項３に記載の発明によれば、ブレーキ圧下限値は、路面が降坂路であると判
定される場合には路面が登坂路であると判定される場合よりも路面勾配の大きさの増加に
対するブレーキ圧下限値の増加の割合が大きくなるように設定される。これにより、トル
クコンバータを備えた自動変速機を搭載した車両において前進走行レンジが選択された状
態で車両が停止した場合、登坂路では車両の自重とクリープ現象とによる車両の移動方向
が反対であるのに対して降坂路では同一であることから登坂路に比して車両が移動し易く
なるが、降坂路においてもブレーキホールド制御の実行時に車両の移動を防止することが
できる。
【００２４】
　また、請求項４に記載の発明によれば、ブレーキ圧下限値は、路面が平坦路であると判
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定される場合には第１勾配と第２勾配とを含む第１勾配と第２勾配との間のブレーキ圧下
限値が一定であるように設定され、路面勾配が第１勾配より小さい場合に降坂路であると
判定される第１勾配であるときのブレーキ圧下限値と路面勾配が第２勾配より大きい場合
に登坂路であると判定される第２勾配であるときのブレーキ圧下限値とが同一に設定され
る。これにより、車両の停止時に、平坦路では少なくとも所定のブレーキ圧を供給するよ
うにブレーキペダルの踏込み操作を行うことでブレーキホールド制御を実行することがで
き、坂路では路面勾配に応じて前記所定のブレーキ圧より大きいブレーキ圧を供給するよ
うにブレーキペダルの踏込み操作を行うことでブレーキホールド制御を実行することがで
き、前記効果を有効に得ることができる。
【００２５】
　また、請求項５に記載の発明によれば、車両の停止時にブレーキ圧が第１ブレーキ圧下
限値以上であるときにブレーキホールド制御を行うと共に、車両の停止時にブレーキ圧が
第２ブレーキ圧下限値以上であることを含むエンジン停止条件が成立したときにアイドル
ストップ制御を行い、第２ブレーキ圧下限値は、第１ブレーキ圧下限値より大きく設定さ
れる。これにより、ブレーキホールド制御及びアイドルストップ制御を行う車両において
、車両の停止時に第１ブレーキ圧下限値以上で第２ブレーキ圧下限値未満のブレーキ圧を
供給するブレーキペダルの踏込み操作を行うことで、アイドルストップ制御を実行させず
にブレーキホールド制御を実行させることができ、運転者が急発進したいという意図を有
する場合にエンジンを停止させることなく車両の停止状態を維持させて運転者の意図に追
従して車両を急発進させることが可能である。
【図面の簡単な説明】
【００２６】
【図１】本発明の第１実施形態に係る車両停止維持制御装置の構成を示すブロック図であ
る。
【図２】本発明の第１実施形態に係る車両停止維持制御装置におけるブレーキホールド制
御の実行領域を示す図である。
【図３】本発明の第２実施形態に係る車両停止維持制御装置の構成を示すブロック図であ
る。
【図４】本発明の第２実施形態に係る車両停止維持制御装置におけるブレーキホールド制
御の実行領域を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００２７】
　以下、本発明の実施形態について添付図面を参照しながら説明する。
【００２８】
　図１は、本発明の第１実施形態に係る車両停止維持制御装置の構成を示すブロック図で
ある。図１に示すように、第１実施形態に係る車両停止維持制御装置１は、自動車等の車
両に備えられ、図１に示すように、エンジン１１と、エンジン１１の出力軸に連結された
トルクコンバータと該トルクコンバータの出力軸に連結されてトルクコンバータからの動
力が入力される変速機構とを有する自動変速機１２と、ブレーキペダルの踏込み操作に応
じて車両のブレーキ力を発生させるブレーキ装置１３とを備えている。
【００２９】
　自動変速機１２の変速機構は、トルクコンバータの出力軸に連結される入力軸と、該入
力軸の軸線上に配置された複数のプラネタリギヤセットとクラッチやブレーキなどの複数
の摩擦締結要素とを有すると共に、該変速機構からの動力を車両の駆動輪へ出力する出力
ギヤを有している。
【００３０】
　自動変速機１２は、これに限定されるものではないが、複数のプラネタリギヤセットと
して３つのプラネタリギヤセットを有し、複数の摩擦締結要素としてロークラッチ、ハイ
クラッチ、ＬＲブレーキ、２６ブレーキ及びＲ３５ブレーキを有し、ロークラッチは、１
速、２速、３速及び４速で締結され、ハイクラッチは、４速、５速及び６速で締結され、



(7) JP 2018-154176 A 2018.10.4

10

20

30

40

50

ＬＲブレーキは、１速及び後退速で締結され、２６ブレーキは、２速及び６速で締結され
、Ｒ３５ブレーキは、３速、５速及び後退速で締結されるようになっている。自動変速機
１２の摩擦締結要素はそれぞれ、該摩擦締結要素に供給される油圧に応じて解放状態から
締結状態まで締結度合いが制御されるようになっている。
【００３１】
　ブレーキ装置１３は、ブレーキペダルの踏込み操作に応じてマスタシリンダに発生した
ブレーキ圧がホイールシリンダに供給されて車両のブレーキ力を発生させるようになって
いる。ブレーキ装置１３はまた、後述するブレーキホールド制御によって車両の停止時に
前記ブレーキ圧が所定のブレーキ圧下限値以上であるときにブレーキペダルの踏込み操作
に関わらずブレーキ装置１３、具体的にはホイールシリンダに供給されるブレーキ圧を保
持して車両の停止状態を維持するようになっている。
【００３２】
　ブレーキ装置１３はまた、車両が移動したときに停止させるためにブレーキペダルの踏
込み操作とは別に液圧ポンプ用の電動モータを駆動させて液圧ポンプによってホイールシ
リンダに供給されるブレーキ圧の増圧制御を行うようになっている。
【００３３】
　車両停止維持制御装置１はまた、運転者の操作により選択されたシフトレバーのレンジ
を検出するレンジセンサ２１、車両の速度を検出する車速センサ２２、運転者によるアク
セルペダルの踏込み量を検出するアクセル開度センサ２３、運転者によるブレーキペダル
の踏込み量に応じてマスタシリンダに発生するブレーキ圧を検出するブレーキ圧センサ２
４、車両が走行する路面の路面勾配を検出する勾配角センサ２５、車両の停止時に車両の
ブレーキ装置１３に供給されるブレーキ圧が所定のブレーキ圧下限値以上であるときにブ
レーキ圧を保持して車両の停止状態を維持させるブレーキホールド制御を開始するための
ブレーキホールド制御スイッチ２６などを備えている。
【００３４】
　また、エンジン１１、自動変速機１２及びブレーキ装置１３などを制御するコントロー
ルユニット３０を備え、コントロールユニット３０には、レンジセンサ２１、車速センサ
２２、アクセル開度センサ２３、ブレーキ圧センサ２４、勾配角センサ２５、ブレーキホ
ールド制御スイッチ２６などからの信号が入力されるようになっている。
【００３５】
　そして、コントロールユニット３０は、これらの信号に基づいて、エンジン１１の制御
、具体的にはスロットル弁及び燃料噴射弁などの制御、自動変速機１２の制御、具体的に
摩擦締結要素に供給する油圧などの制御、ブレーキ装置１３の制御、具体的にはホイール
シリンダ等に供給されるブレーキ圧などの制御を行うようになっている。なお、コントロ
ールユニット３０は、マイクロコンピュータを主要部として構成されている。
【００３６】
　コントロールユニット３０はまた、車両の停止時に車両が停止する路面の路面勾配に基
づいて路面が平坦路であるか坂路であるかを判定し、坂路である場合には降坂路であるか
登坂路であるかを判定し、平坦路、降坂路又は登坂路のいずれであるかを判定する。
【００３７】
　具体的には、路面勾配が、例えば０度などの所定の第１勾配以上且つ例えば１０度など
の第１勾配より大きい所定の第２勾配以下である場合は平坦路であると判定し、前記第１
勾配より小さい場合又は前記第２勾配より大きい場合は坂路であると判定し、前記第１勾
配より小さい場合は降坂路であると判定し、前記第２勾配より大きい場合は登坂路である
と判定する。
【００３８】
　コントロールユニット３０は、ブレーキホールド制御スイッチ２６からＯＮ信号が入力
されている状態で、前進走行レンジでの車両の停止時に、ブレーキペダルの踏込み操作に
応じてブレーキ装置１３、具体的にはホイールシリンダに供給されるブレーキ圧を保持し
て車両のブレーキ力を保持し車両の停止状態を維持させるブレーキホールド制御を行い、
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アクセルペダルの踏込み操作が行われたときにブレーキホールド制御を終了してホイール
シリンダに供給されるブレーキ圧を低下させて車両のブレーキ力を解放するように制御す
る。
【００３９】
　本実施形態では、コントロールユニット３０は、車両の停止時に車速がゼロでブレーキ
ペダルの踏込み操作に応じてブレーキ装置１３に供給されるブレーキ圧、すなわちマスタ
シリンダに発生したブレーキ圧が所定のブレーキ圧下限値以上であるときにブレーキホー
ルド制御を行い、ブレーキ圧下限値は、路面が坂路であると判定される場合には平坦路で
あると判定される場合よりも大きく設定されている。
【００４０】
　コントロールユニット３０には、車両の停止時における車両が走行する路面の路面勾配
とブレーキペダルの踏込み操作に応じてブレーキ装置１３に供給されるブレーキ圧とに基
づくブレーキホールド制御の実行領域が予め設定されて記憶されている。
【００４１】
　図２は、本発明の第１実施形態に係る車両停止維持制御装置におけるブレーキホールド
制御の実行領域を示す図である。図２では、路面勾配を横軸にとり、車両の停止時にブレ
ーキペダルの踏込み操作に応じてブレーキ装置に供給されるブレーキ圧を縦軸にとって表
示している。
【００４２】
　車両停止維持制御装置１では、ブレーキホールド制御の実行領域を規定するブレーキ圧
下限値が路面勾配に応じて予め設定され、図２に示すようなブレーキ圧下限値を示すブレ
ーキ圧下限値ラインＬ１がコントロールユニット３０に記憶されている。
【００４３】
　ブレーキ圧下限値ラインＬ１は、降坂路であると判定される例えば０度などの第１勾配
α１より小さい下限値ラインＬ２と、登坂路であると判定される例えば１０度などの第２
勾配α２より大きい下限値ラインＬ３と、平坦路であると判定される第１勾配α１以上且
つ第２勾配α２以下である下限値ラインＬ４とを有している。
【００４４】
　下限値ラインＬ４は、第１勾配α１から第２勾配α２まで、すなわち第１勾配α１と第
２勾配α２とを含む第１勾配α１と第２勾配α２との間において所定の一定のブレーキ圧
Ｐ１に設定され、第１勾配α１であるときのブレーキ圧下限値Ｐ１と第２勾配α２である
ときのブレーキ圧下限値Ｐ１とが同一に設定されている。
【００４５】
　一方、下限値ラインＬ２は、路面勾配が第１勾配α１より小さくなるにつれてブレーキ
圧下限値が大きくなるように設定され、路面勾配の大きさが大きくなるにつれてブレーキ
圧下限値が大きくなるように設定されている。下限値ラインＬ２では、路面勾配の大きさ
の増加に対するブレーキ圧下限値の増加の割合を示す下限値ラインＬ２の傾斜角度がθ１
に設定されている。
【００４６】
　下限値ラインＬ３は、路面勾配が第２勾配α２より大きくなるにつれてブレーキ圧下限
値が大きくなるように設定され、路面勾配の大きさが大きくなるにつれてブレーキ圧下限
値が大きくなるように設定されている。下限値ラインＬ３では、路面勾配の大きさの増加
に対するブレーキ圧下限値の増加の割合を示す下限値ラインＬ３の傾斜角度がθ２に設定
されている。
【００４７】
　下限値ラインＬ２の傾斜角度θ１は、下限値ラインＬ３の傾斜角度θ２より大きく設定
され、下限値ラインＬ２における路面勾配の大きさの増加に対するブレーキ圧下限値の増
加の割合が、下限値ラインＬ３における路面勾配の大きさの増加に対するブレーキ圧下限
値の増加の割合より大きくなるように設定されている。
【００４８】
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　車両停止維持制御装置１では、ブレーキ圧下限値は、路面勾配が第１勾配α１より小さ
く路面が降坂路である又は第２勾配α２より大きく路面が登坂路である路面が坂路である
と判定される場合には路面勾配が第１勾配α１以上で第２勾配α２以下である平坦路であ
ると判定される場合よりも大きく設定されている。
【００４９】
　ブレーキ圧下限値はまた、路面が坂路であると判定される場合には路面勾配の大きさが
大きくなるにつれて大きくなるように設定されると共に、路面が降坂路であると判定され
る場合には登坂路であると判定される場合よりも路面勾配の大きさの増加に対するブレー
キ圧下限値の増加の割合が大きくなるように設定されている。
【００５０】
　図２にはまた、路面勾配に応じた車両の停止状態を維持する停止維持限界ブレーキ圧を
示す停止維持限界ブレーキ圧ラインＬ２１が示されている。停止維持限界ブレーキ圧ライ
ンＬ２１は、路面勾配が第１勾配α以上で第２勾配α２以下の所定の第３勾配α３近傍よ
り小さい限界値ラインＬ２２と、路面勾配が第３勾配α３近傍より大きい限界値ラインＬ
２３とを有している。
【００５１】
　限界値ラインＬ２２は、路面勾配が第３勾配α３近傍より小さくなるにつれて停止維持
限界ブレーキ圧が大きくなり、限界値ラインＬ２３は、路面勾配が第３勾配α３近傍より
大きくなるにつれて停止維持限界ブレーキ圧が大きくなっている。
【００５２】
　ブレーキ圧下限値ラインＬ１は、ブレーキホールド制御の実行時にブレーキ圧の漏れを
考慮して、坂路及び平坦路の何れにおいても停止維持限界ブレーキ圧ラインＬ２１よりも
大きく設定されている。降坂路であるときのブレーキ圧下限値である下限値ラインＬ２は
、降坂路であるときの車両停止維持限界ブレーキ圧の限界値ラインＬ２２よりも大きく設
定され、ブレーキ圧の漏れはブレーキ圧が大きいほど大きいことから路面勾配の大きさが
増加するにつれてブレーキ圧下限値と停止維持限界ブレーキ圧との差が大きくなるように
設定されている。
【００５３】
　登坂路であるときのブレーキ圧下限値である下限値ラインＬ３もまた、登坂路であると
きの車両停止維持限界ブレーキ圧の限界値ラインＬ２３よりも大きく設定され、ブレーキ
圧の漏れはブレーキ圧が大きいほど大きいことから路面勾配の大きさが増加するにつれて
ブレーキ圧下限値と停止維持限界ブレーキ圧との差が大きくなるように設定されている。
【００５４】
　また、平坦路であるときのブレーキ圧下限値である下限値ラインＬ４についても、自動
変速機１２を搭載した車両ではクリープ現象によって車両が移動することから、ブレーキ
ホールド制御の実行時にブレーキ圧の漏れを考慮して、平坦路であるときのクリープ現象
による車両の移動に対する停止維持限界ブレーキ圧ラインＬ２１よりも大きく設定されて
いる。
【００５５】
　車両停止維持制御装置１にはまた、ブレーキペダルの操作に関係なく車輪、具体的には
後輪にブレーキ力を発生させる電動パーキングブレーキ装置が備えられ、ブレーキホール
ド制御の実行時に１０分などの所定時間が経過するとブレーキホールド制御を終了して電
動パーキングブレーキ装置が作動されるようになっている。
【００５６】
　このため、ブレーキ圧下限値ラインＬ１は、前記所定時間におけるブレーキ圧の漏れを
考慮してブレーキホールド制御の実行時に少なくとも前記所定時間が経過しても車両が移
動しないように停止維持限界ブレーキ圧ラインＬ２１よりもブレーキ圧が所定量大きく設
定されている。
【００５７】
　ブレーキホールド制御の実行時にブレーキ装置１３に供給されるブレーキ圧は、時間の
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経過と共に漏れて低下するが、ある時間が経過すると漏れが終了して一定となることから
、前記所定時間として、ブレーキ圧の漏れが終了する時間、例えば１０分などの時間が設
定される。
【００５８】
　これにより、坂路、特に路面勾配が大きい坂路に電動パーキングブレーキ装置の作動に
よって車両の停止状態を維持させている場合に、ブレーキペダルの踏込み操作が行われる
と共に電動パーキングブレーキ装置の作動を終了してブレーキホールド制御が実行される
場合においても、ブレーキ装置に供給されるブレーキ圧が停止維持限界ブレーキ圧より低
下することなくブレーキホールド制御の実行時に車両の移動を防止することができる。
【００５９】
　このように、ブレーキホールド制御を実行するためのブレーキ圧下限値が、坂路である
場合には平坦路である場合よりも大きく設定されることで、図２のブレーキ圧下限値ライ
ンＬ１´で示すように坂路及び平坦路において一定のブレーキ圧Ｐ１である場合に比べて
、車両が坂路に停止する場合においても、坂路であるときのブレーキ圧下限値Ｌ２、Ｌ３
をブレーキ圧の漏れを考慮して停止維持限界ブレーキ圧Ｌ２２、Ｌ２３よりも高く設定す
ることで、ブレーキホールド制御の実行時に車両の移動を防止することができる。
【００６０】
　車両の停止時にブレーキ装置に供給されるブレーキ圧が図２のブレーキ圧下限値ライン
Ｌ１´で示す一定のブレーキ圧Ｐ１である場合には、例えば、路面勾配が第４勾配α４で
あるときに、車両の停止時にブレーキ圧下限値Ｐ１以上で停止維持限界ブレーキ圧Ｌ２１
近傍のブレーキ圧Ｐ３をブレーキ装置１３に供給するブレーキペダルの踏込み操作が行わ
れていた場合、ブレーキホールド制御の実行時にブレーキペダルの踏込み解除操作が行わ
れた後にブレーキ装置１３に供給されるブレーキ圧が漏れて停止維持限界ブレーキ圧Ｐ３
より低下し、車両が下方へ移動し出すおそれがあるが、本実施形態では、坂路であるとき
のブレーキ圧下限値Ｌ２、Ｌ３をブレーキ圧の漏れを考慮して停止維持限界ブレーキ圧Ｌ
２２、Ｌ２３よりも高く設定することで、ブレーキホールド制御の実行時に車両の移動を
防止することができる。
【００６１】
　本実施形態ではまた、アクセルペダルの踏込み操作が行われてブレーキホールド制御を
終了してブレーキ圧を低下させる場合におけるブレーキ圧の低下による発進性の遅れを抑
制するためなど、コントロールユニット３０には、ブレーキホールド制御の実行時におけ
るブレーキ圧保持上限値が予め設定されて記憶されている。
【００６２】
　コントロールユニット３０には、図２に示すようなブレーキ圧保持上限値を示すブレー
キ圧保持上限値ラインＬ１１が記憶されている。ブレーキ圧保持上限値ラインＬ１１は、
ブレーキ圧下限値ラインＬ１よりブレーキ圧が大きく設定され、これに限定されるもので
はないが、例えば４度などの第３勾配α３以下の上限値ラインＬ１２と、第３勾配α３以
上の上限値ラインＬ１３と有している。
【００６３】
　上限値ラインＬ１２は、路面勾配が第３勾配α３より小さくなるにつれてブレーキ圧保
持上限値が大きくなるように設定され、路面勾配の低下に対するブレーキ圧保持上限値の
増加の割合を示すブレーキ圧保持上限値ラインＬ１２の傾斜角度がθ３に設定されている
。
【００６４】
　上限値ラインＬ１３は、路面勾配が第３勾配α３より大きくなるにつれてブレーキ圧保
持上限値が大きくなるように設定され、路面勾配の増加に対するブレーキ圧保持上限値の
増加の割合を示すブレーキ圧保持上限値ラインＬ１３の傾斜角度がθ４に設定されている
。
【００６５】
　上限値ラインＬ１２の傾斜角度θ３と上限値ラインＬ１３の傾斜角度θ４とは同一に設
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定され、上限値ラインＬ１２、Ｌ１３の傾斜角度θ３、θ４は、下限値ラインＬ２、Ｌ３
の傾斜角度θ１、θ２より大きく設定されている。なお、上限値ラインＬ１２、Ｌ１３の
傾斜角度θ３、θ４と下限値ラインＬ２、Ｌ３の傾斜角度θ１、θ２とを同一に設定する
ようにしてもよい。
【００６６】
　コントロールユニット３０は、車両の停止時にブレーキペダルの踏込み操作に応じてブ
レーキ装置１３に供給されるブレーキ圧が所定のブレーキ圧下限値以上であるときにブレ
ーキホールド制御を行い、ブレーキ圧が所定のブレーキ圧下限値以上で所定のブレーキ圧
保持下限値以下である場合にはブレーキペダルの踏込み操作に応じてブレーキ装置１３に
供給されるブレーキ圧を保持し、ブレーキペダルの踏込み操作に応じてブレーキ装置１３
に供給されるブレーキ圧が所定のブレーキ圧保持下限値より大きい場合にはブレーキペダ
ルの踏込み解除操作が行われたときにブレーキ圧をブレーキ圧保持下限値に低下させて保
持する。
【００６７】
　例えば、図２に示すように、路面勾配が第４勾配α４である場合、車両の停止時にブレ
ーキペダルの踏込み操作に応じてブレーキ装置１３に供給されるブレーキ圧がブレーキ圧
下限値Ｐ４以上であるときはブレーキホールド制御を行い、ブレーキ圧がブレーキ圧下限
値Ｐ４以上でブレーキ圧保持下限値Ｐ５以下であるブレーキ圧Ｐ６である場合にはブレー
キ圧Ｐ６を保持し、ブレーキ圧がブレーキ圧保持下限値Ｐ５より大きいブレーキ圧Ｐ７で
ある場合にはブレーキペダルの踏込み解除操作が行われたときにブレーキ圧保持下限値Ｐ
５に低下させて保持する。
【００６８】
　このようにして構成される車両停止維持制御装置１では、コントロールユニット３０は
、ブレーキホールド制御スイッチ２６からＯＮ信号が入力された状態で、ブレーキペダル
の非踏込み状態でアクセルペダルの踏込み操作が行われて前進走行レンジで走行している
ときに、アクセルペダルの踏込み解除操作が行われた後にブレーキペダルの踏込み操作が
行われて車速がゼロとなって停車したときにブレーキホールド制御を行う。
【００６９】
　車両の停止時に路面勾配に基づいて路面が平坦路であるか坂路であるかが判定され、坂
路である場合には降坂路であるか登坂路であるかが判定され、降坂路、平坦路又は登坂路
についてそれぞれ路面勾配とブレーキペダルの踏込み操作に応じてブレーキ装置１３に供
給されるブレーキ圧とに基づいて、ブレーキ圧がブレーキ圧下限値ラインＬ１以上である
ときはブレーキ圧を保持するブレーキホールド制御を行う。
【００７０】
　ブレーキ圧がブレーキ圧下限値ラインＬ１以上でブレーキ圧保持上限値ラインＬ１１以
下である場合にはブレーキ圧を保持するブレーキホールド制御を行い、ブレーキ圧がブレ
ーキ圧保持上限値ラインＬ１１より大きい場合には路面勾配に応じたブレーキ圧保持上限
値ラインＬ１１のブレーキ圧に低下させて該ブレーキ圧を保持するブレーキホールド制御
を行う。
【００７１】
　前述したように、ブレーキ圧下限値は、路面勾配に基づいて坂路であると判定される場
合には平坦路であると判定される場合よりも大きく設定され、坂路であると判定される場
合には路面勾配の大きさが大きくなるにつれて大きくなるように設定され、降坂路である
と判定される場合には登坂路であると判定される場合よりも路面勾配の大きさの増加に対
するブレーキ圧下限値の増加の割合が大きくなるように設定されている。
【００７２】
　車両の停止時にはまた、エンジン１１はアイドリング状態に制御されると共に自動変速
機１２は１速の変速段を達成するように制御されるが、１速の変速段で締結されるＬＲブ
レーキ及びロークラッチのうちロークラッチを締結状態にしたままＬＲブレーキをスリッ
プ状態にするようにしてもよい。



(12) JP 2018-154176 A 2018.10.4

10

20

30

40

50

【００７３】
　その後に、アクセルペダルの踏込み操作が行われて発進する場合、ブレーキホールド制
御を終了してホイールシリンダに供給されるブレーキ圧を低下させて車両のブレーキ力を
解放するように制御する。また、アクセルペダルの踏込み操作に応じてエンジン１１及び
自動変速機１２の通常制御を行う。
【００７４】
　一方、車両の停止時にブレーキペダルの踏込み操作に応じてブレーキ装置１３に供給さ
れるブレーキ圧がブレーキ圧下限値ラインＬ１未満であるときはブレーキホールド制御を
実行することなく、車両の移動を防止するために、例えば車速やエンジン回転数などを表
示する表示装置にブレーキペダル踏込み操作要求警報表示などを表示して運転者にブレー
キペダルの踏込み操作を行わせるようにする。
【００７５】
　このように、本実施形態に係る車両停止維持制御装置１では、車両の停止時にブレーキ
ペダルの踏込み操作に応じて車両のブレーキ装置１３に供給されるブレーキ圧がブレーキ
圧下限値以上であるときにブレーキペダルの踏込み操作に関わらずブレーキ圧を保持して
車両の停止状態を維持させるブレーキホールド制御を行い、ブレーキ圧下限値は、路面が
坂路であると判定される場合には平坦路であると判定される場合よりも大きく設定される
。
【００７６】
　これにより、平坦路に停止した場合と坂路に停止した場合とでブレーキ圧下限値が一定
に設定される場合に比して、ブレーキホールド制御の実行時にブレーキ圧が低下する場合
においても、坂路であるときのブレーキ圧下限値をブレーキ圧の漏れを考慮して停止維持
限界ブレーキ圧よりも高く設定することで、ブレーキホールド制御の実行時に車両が下方
へ移動することを防止することができる。従って、車両が坂路に停止する場合においても
ブレーキホールド制御の実行時に車両の移動を防止して車両の停止状態を維持することが
できる。
【００７７】
　車両停止維持制御装置に、電動パーキングブレーキ装置が備えられ、ブレーキホールド
制御の実行時に１０分などの所定時間が経過するとブレーキホールド制御を終了して電動
パーキングブレーキ装置が作動される場合、ブレーキ圧下限値を前記所定時間におけるブ
レーキ圧の漏れを考慮して停止維持限界ブレーキ圧よりも高く設定することで、ブレーキ
ホールド制御の実行時に車両の移動を防止することができる。
【００７８】
　坂路に停止する場合には平坦路に停止する場合よりもブレーキ圧下限値を大きく設定す
ることで、坂路に停止した場合にはブレーキホールド制御を実行するために運転者にブレ
ーキ圧を大きくするブレーキペダルの踏込み操作を行わせ、ブレーキホールド制御の実行
時には車両の移動を防止して車両の停止状態を維持することができる。
【００７９】
　また、平坦路に停止する場合においても、トルクコンバータを備えた自動変速機１２を
搭載した車両において前進走行レンジが選択された状態で車両が停止した場合には、平坦
路であるときのブレーキ圧下限値をブレーキ圧の漏れを考慮してクリープ現象による車両
の移動に対する停止維持限界ブレーキ圧よりも高く設定することで、ブレーキホールド制
御の実行時に車両の移動を防止することができる。
【００８０】
　また、ブレーキ圧下限値は、路面が坂路であると判定される場合には路面勾配の大きさ
が大きくなるにつれて大きくなるように設定されることにより、路面勾配に応じてブレー
キ圧下限値を設定することができ、路面勾配が大きい場合についてもブレーキホールド制
御の実行時に車両の移動を防止することができる。
【００８１】
　また、ブレーキ圧下限値は、路面が降坂路であると判定される場合には路面が登坂路で
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あると判定される場合よりも路面勾配の大きさの増加に対するブレーキ圧下限値の増加の
割合が大きくなるように設定される。これにより、トルクコンバータを備えた自動変速機
１２を搭載した車両において前進走行レンジが選択された状態で車両が停止した場合、登
坂路では車両の自重とクリープ現象とによる車両の移動方向が反対であるのに対して降坂
路では同一であることから登坂路に比して車両が移動し易くなるが、降坂路においてもブ
レーキホールド制御の実行時に車両の移動を防止することができる。
【００８２】
　また、ブレーキ圧下限値は、路面が平坦路であると判定される場合には第１勾配と第２
勾配とを含む第１勾配と第２勾配との間のブレーキ圧下限値が一定であるように設定され
、路面勾配が第１勾配より小さい場合に降坂路であると判定される第１勾配であるときの
ブレーキ圧下限値と路面勾配が第２勾配より大きい場合に登坂路であると判定される第２
勾配であるときのブレーキ圧下限値とが同一に設定される。これにより、車両の停止時に
、平坦路では少なくとも所定のブレーキ圧を供給するようにブレーキペダルの踏込み操作
を行うことでブレーキホールド制御を実行することができ、坂路では路面勾配に応じて前
記所定のブレーキ圧より大きいブレーキ圧を供給するようにブレーキペダルの踏込み操作
を行うことでブレーキホールド制御を実行することができ、ブレーキホールド制御の実行
時に車両の移動を防止することができる。
【００８３】
　図３は、本発明の第２実施形態に係る車両停止維持制御装置の構成を示すブロック図で
ある。第２実施形態に係る車両停止維持制御装置４１は、第１実施形態に係る車両停止維
持制御装置１において、アイドルストップ制御を行うようにしたものであり、車両停止維
持制御装置１と同様の構成については説明を省略する。
【００８４】
　図３に示すように、第２実施形態に係る車両停止維持制御装置４１では、車両の停止時
に所定のエンジン停止条件が成立したときにエンジン１１を自動停止させるアイドルスト
ップ制御を開始するためのアイドルストップ制御スイッチ４７が備えられ、コントロール
ユニット３０には、アイドルストップ制御スイッチ４７からの信号が入力されるようにな
っている。
【００８５】
　車両停止維持制御装置４１においても、コントロールユニット３０は、ブレーキホール
ド制御スイッチ２６からＯＮ信号が入力されている状態で、前進走行レンジでの車両の停
止時に、ブレーキペダルの踏込み操作に応じてブレーキ装置１３、具体的にはホイールシ
リンダに供給されるブレーキ圧を保持して車両のブレーキ力を保持し車両の停止状態を維
持させるブレーキホールド制御を行い、アクセルペダルの踏込み操作が行われたときにブ
レーキホールド制御を終了してホイールシリンダに供給されるブレーキ圧を低下させて車
両のブレーキ力を解放するように制御する。
【００８６】
　コントロールユニット３０は具体的には、車両の停止時に車速がゼロでブレーキペダル
の踏込み操作に応じてブレーキ装置１３に供給されるブレーキ圧が所定の第１ブレーキ圧
下限値以上であるときにブレーキホールド制御を行い、第１ブレーキ圧下限値は、路面が
坂路であると判定される場合には平坦路であると判定される場合よりも大きく設定されて
いる。
【００８７】
　本実施形態ではまた、コントロールユニット３０は、アイドルストップ制御スイッチ４
７からＯＮ信号が入力されている状態で、前進走行レンジでの車両の停止時に、所定のエ
ンジン停止条件が成立したときにエンジン１１を自動停止させるアイドルストップ制御を
行い、エンジン１１の自動停止中に所定のエンジン再始動条件が成立したときにアイドル
ストップ制御を終了してエンジン１１を再始動して通常制御を行う。
【００８８】
　コントロールユニット３０は、前進走行レンジでの車両の停止時にブレーキペダルの踏
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込み操作に応じてブレーキ装置１３に供給されるブレーキ圧が所定の第２ブレーキ圧下限
値以上であることを含む所定のエンジン停止条件が成立したときに、具体的には前進走行
レンジでの車両の停止時にアクセルペダルが非踏込み状態且つブレーキペダルの踏込み操
作に応じてブレーキ装置１３に供給されるブレーキ圧が所定の第２ブレーキ下限値以上で
あるエンジン停止条件が成立したときにエンジン１１を自動停止させるアイドルストップ
制御を行う。
【００８９】
　また、所定のエンジン再始動条件が成立したときに、具体的にはエンジン１１の自動停
止中にアクセルペダルの踏込み操作が行われるエンジン再始動条件が成立したときにアイ
ドルストップ制御を終了してエンジン１１を再始動して通常制御を行う。
【００９０】
　図４は、本発明の第２実施形態に係る車両停止維持制御装置におけるブレーキホールド
制御の実行領域を示す図である。図４には、図２に示すブレーキ圧下限値ラインＬ１及び
ブレーキ圧保持上限値ラインＬ１１とそれぞれ同様に設定された第１ブレーキ圧下限値ラ
インＬ１及びブレーキ圧保持上限値ラインＬ１１が示されると共に、停止維持限界ブレー
キ圧ラインＬ２１が示されている。
【００９１】
　車両停止維持制御装置４１においても、ブレーキホールド制御の実行領域を規定するブ
レーキ圧下限値として第１ブレーキ圧下限値が路面勾配に応じて予め設定され、図４に示
すような第１ブレーキ圧下限値を示す第１ブレーキ圧下限値ラインＬ１がコントロールユ
ニット３０に記憶されている。コントロールユニット３０にはまた、図４に示すようなブ
レーキ圧保持上限値を示すブレーキ圧保持上限値ラインＬ１１が記憶されている。
【００９２】
　本実施形態では、アイドルストップ制御を実行するためのブレーキ圧下限値である第２
ブレーキ圧下限値が路面勾配に応じて予め設定され、図４に示すような第２ブレーキ圧下
限値を示す第２ブレーキ圧下限値ラインＬ６がコントロールユニット３０に記憶されてい
る。
【００９３】
　第２ブレーキ圧下限値ラインＬ６は、降坂路であると判定される第１勾配α１より小さ
い下限値ラインＬ７と、登坂路であると判定される第２勾配α２より大きい下限値ライン
Ｌ８と、平坦路であると判定される第１勾配α１以上且つ第２勾配α２以下である下限値
ラインＬ９とを有している。
【００９４】
　第２ブレーキ圧下限値ラインＬ６は、第１ブレーキ圧下限値Ｌ１より所定量大きく設定
され、第２ブレーキ圧下限値ラインＬ６の下限値ラインＬ７、Ｌ８、Ｌ９はそれぞれ、第
１ブレーキ圧下限値ラインＬ１の下限値ラインＬ２、Ｌ３、Ｌ４より所定ブレーキ圧ΔＰ
大きく設定されている。第２ブレーキ圧下限値ラインＬ６では、第１勾配α１から第２勾
配α２まで所定の一定のブレーキ圧Ｐ２（＝Ｐ１＋ΔＰ）に設定されている。
【００９５】
　このようにして構成される車両停止維持制御装置４１においても、コントロールユニッ
ト３０は、前進走行レンジで走行しているときに、アクセルペダルの踏込み解除操作が行
われた後にブレーキペダルの踏込み操作が行われて車速がゼロとなって車両が停止したと
きにブレーキホールド制御を行う。
【００９６】
　車両の停止時に路面勾配に基づいて路面が平坦路であるか坂路であるかが判定され、坂
路である場合には降坂路であるか登坂路であるかが判定され、降坂路、平坦路又は登坂路
についてそれぞれ路面勾配とブレーキペダルの踏込み操作に応じてブレーキ装置１３に供
給されるブレーキ圧とに基づいて、ブレーキ圧が第１ブレーキ圧下限値ラインＬ１以上で
あるときはブレーキ圧を保持するブレーキホールド制御を行う。車両の停止時にはまた、
エンジン１１はアイドリング状態に制御されると共に自動変速機１２は１速の変速段を達
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成するように制御される。
【００９７】
　また、コントロールユニット３０は、アイドルストップ制御スイッチ４７からＯＮ信号
が入力されている状態で、前進走行レンジでの車両の停止時にアクセルペダルが非踏込み
状態且つブレーキペダルの踏込み操作に応じてブレーキ装置１３に供給されるブレーキ圧
が第２ブレーキ下限値ラインＬ６以上であるエンジン停止条件が成立したときはエンジン
１１を自動停止させるアイドルストップ制御を行う。
【００９８】
　その後に、アクセルペダルの踏込み操作が行われて発進する場合、ブレーキホールド制
御が行われている場合、ブレーキホールド制御を終了してブレーキ装置１３に供給される
ブレーキ圧を低下させて車両のブレーキ力を解放するように制御する。
【００９９】
　また、アイドルストップ制御が行われている場合、エンジン１１の自動停止中にアクセ
ルペダルの踏込み操作が行われてエンジン再始動条件が成立したときにアイドルストップ
制御を終了してエンジン１１を再始動してアクセルペダルの踏込み操作に応じてエンジン
１１及び自動変速機１２の通常制御を行う。
【０１００】
　本実施形態では、第２ブレーキ圧下限値ラインＬ６は、第１ブレーキ圧下限値Ｌ１より
所定量大きく設定され、前進走行レンジでの車両の停止時にブレーキ装置１３に供給され
るブレーキ圧を第１ブレーキ圧下限値ラインＬ１以上で第２ブレーキ圧下限値ラインＬ６
未満となるようにブレーキペダルの踏込み操作を行うことで、アイドルストップ制御を実
行することなくブレーキホールド制御を実行することが可能である。
【０１０１】
　このように、本実施形態に係る車両停止維持制御装置４１においても、車両の停止時に
ブレーキペダルの踏込み操作に応じて車両のブレーキ装置１３に供給されるブレーキ圧が
第１ブレーキ圧下限値以上であるときにブレーキペダルの踏込み操作に関わらずブレーキ
圧を保持して車両の停止状態を維持させるブレーキホールド制御を行い、第１ブレーキ圧
下限値は、路面が坂路であると判定される場合には平坦路であると判定される場合よりも
大きく設定される。
【０１０２】
　これにより、平坦路に停止した場合と坂路に停止した場合とでブレーキ圧下限値が一定
に設定される場合に比して、ブレーキホールド制御の実行時にブレーキ圧が低下する場合
においても、坂路であるときの第１ブレーキ圧下限値をブレーキ圧の漏れを考慮して停止
維持限界ブレーキ圧よりも高く設定することで、ブレーキホールド制御の実行時に車両が
下方へ移動することを防止することができる。従って、車両が坂路に停止する場合におい
てもブレーキホールド制御の実行時に車両の移動を防止して車両の停止状態を維持するこ
とができる。
【０１０３】
　また、車両の停止時にブレーキ圧が第１ブレーキ圧下限値以上であるときにブレーキホ
ールド制御を行うと共に、車両の停止時にブレーキ圧が第２ブレーキ圧下限値以上である
ことを含むエンジン停止条件が成立したときにアイドルストップ制御を行い、第２ブレー
キ圧下限値は、第１ブレーキ圧下限値より大きく設定される。これにより、ブレーキホー
ルド制御及びアイドルストップ制御を行う車両において、車両の停止時に第１ブレーキ圧
下限値以上で第２ブレーキ圧下限値未満のブレーキ圧を供給するブレーキペダルの踏込み
操作を行うことで、アイドルストップ制御を実行させずにブレーキホールド制御を実行さ
せることができ、運転者が急発進したいという意図を有する場合にエンジンを停止させる
ことなく車両の停止状態を維持させて運転者の意図に追従して車両を急発進させることが
可能である。
【０１０４】
　本実施形態では、路面勾配に応じて路面勾配の大きさが大きくなるにつれてブレーキホ
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えば路面勾配の大きさが３０度より大きい場合にはブレーキホールド制御を実行しないよ
うにすることも可能である。
【０１０５】
　また、本実施形態では、自動変速機１２を備えた車両に搭載される車両停止維持制御装
置１、４１について説明しているが、車両停止維持制御装置１、４１は、手動変速機を備
えた車両に搭載することも可能である。手動変速機を備えた車両に搭載される車両停止維
持制御装置では、クリープ現象による車両の移動を考慮する必要がなく、ブレーキ圧下限
値ラインＬ１の下限値ラインＬ２、Ｌ３がそれぞれ、自動変速機を備えた車両に搭載され
る車両停止維持制御装置の下限値ラインＬ２、Ｌ３よりも所定量低く設定されると共に、
下限値ラインＬ２、Ｌ３の傾斜角度が同一に設定される。
【０１０６】
　本発明は、例示された実施の形態に限定されるものではなく、本発明の要旨を逸脱しな
い範囲において、種々の改良及び設計上の変更が可能である。
【産業上の利用可能性】
【０１０７】
　以上のように、本発明によれば、ブレーキホールド制御を行う車両において、車両が坂
路に停止する場合においてもブレーキホールド制御の実行時に車両の移動を防止して車両
の停止状態を維持することが可能となるから、この種の車両の製造産業分野において好適
に利用される可能性がある。
【符号の説明】
【０１０８】
１、４１　車両停止維持制御装置
１１　エンジン
１２　自動変速機
１３　ブレーキ装置
２１　レンジセンサ
２２　車速センサ
２３　アクセル開度センサ
２４　ブレーキ圧センサ
２５　勾配角センサ
２６　ブレーキホールド制御スイッチ
３０　コントロールユニット
４７　アイドルストップ制御スイッチ
Ｌ１、Ｌ６　ブレーキ圧下限値ライン
Ｌ１１　ブレーキ圧保持上限値ライン
Ｌ２１　停止維持限界ブレーキ圧ライン
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